
Nゲージ塗装済完成品（主素材：ABS樹脂製）商品形態

実車紹介

商品概要

付属品

オプション

対象年齢14歳以上

室内灯 カプラー

矢印キーで移動、背景のグリッドは10回分
Shift押しながらで10倍移動、
Alt押しながらで0.1倍移動

株式会社　マイクロエース TEL : 048-444-2944
FAX : 048-445-3407

製品の仕様・価格は予告なく変更する場合がありますので予めご了承ねがいます
写真の複製・改変・二次使用を禁止します
記載の内容は弊社の調査・見解に基づくものです

●マイクロエース電気機関車シリーズのさらなる充実
●A0830(2016年7月)を基に、通常型フィルターを装備したバリエーション製品
●多くのご要望にお応えし、多数派の「プレーンな量産機」をマイクロエース製品では初の製品化
●前面窓形状を改良
●前面誘導員手摺のほか、前面下部解放テコを別部品化、より立体的に再現
●車体標記の位置とサイズを見直し
●側面の銘板は丸形の「東洋電機」「汽車会社」を印刷

　東海道本線の貨物列車は電化の進展とともに電気機関車が主役となりつつありましたが、米原までの
電化区間延伸に際して1200t牽引列車の関ケ原越えに従来型機関車の単機牽引では性能面から
不十分と判断した国鉄では、従来型EF15を基に8軸に動軸数を増加したEH10の開発を進めました。
　全長22m余の長大な車体は有効長の兼ね合いから先台車が省略され、曲線通過性能を考慮して
動軸数4軸の車体を2つ連結した構造が採用されました。側面に乗務員扉を配した非貫通型箱型車
体は後の国鉄電気機関車の標準形態となり、パンタグラフは各車に1基ずつ設置されました。
　MT43形電動機8基による定格出力は2600kWを誇り、総重量116tの巨体と、漆黒に黄色帯を
巻いたスタイルから「マンモス」のニックネームでファンの間で親しまれました。
　1954年に試作機が4台登場した後、パンタグラフ設置位置の変更や各部の軽量化などが行われた
量産機が1957年までに60台、合計64台が東海道・山陽本線の岡山以東で活躍しました。高速コ
ンテナ列車の牽引に適さないことや、他のF級機関車との重連が困難なことから後継のEF66の投入に
従い第一線から退き、地方線区への転用も困難なことから最終的に1981年までに全機引退しました。

対応なし

商品内容 点灯ヘッドライト動力車

単品プラケース入（カートン入数：24）

A0825 EH10-26 量産機　吹田第二機関区 
予価：￥23,100（本体価格￥21,000）

2025年10月

EH10-26

なし

対応なし

※部品共用のため、一部実車と異なる部分があります

EH10-26
※テールライトは点灯しません

※CADレンダリング画像はすべて開発中のものです

上方にすぼまる前面窓形状とすり鉢状の周辺形状を再現

アールのついた車体と平面のガラスの面構成の差を再現


